
ロイロノートを体育で毎時間使い続けてきて 
 

日田市立高瀬小学校 岩﨑 敬 

 
年度末の体育・保健体育ネットワーク研究会の

ファイナルラウンドで、２０２１年の６月からず

っと授業で使い続けているロイロノートに関す

ることをポスター発表しました。（右図） 

そこで参加された先生からの質問で、「メリッ

トは分かりましたが、デメリットがあったら教えても

らえませんか？」といった質問があったのでここ

で自分なりに整理してみます。 

 

＜タブレット端末を活用する際のデメリットと 

その対処法等＞ 

 

①子どもたちがタブレット端末の操作に慣れていな

いと、授業のテンポが悪くなる。 

 

 

 

 

 

 
②機器のため不具合も起こる。 

 （例：Wi-Fi に繋がらないタブレット端末、何かの原因でロイロノートをログアウトしてしまっ

たタブレット端末、バッテリーを充電し忘れなど） 

 

 

 

 

 

                                  体育館のルーター 

 

③体育の授業だけタブレット端末を活用する学年や学級は、体育の授業のたびに保管庫に取りに行き、授

業後に保管庫に直すというように手間と時間を要している。 

 

 

 

 

 

 

授業で新たに教える操作方法は、欲張らずに

増やしていくのがいいような気がします。 

日田市は体育館にもルーターが設置されている。私の授業には必ず

T２の先生や支援員の先生もいるため、トラブルがあった時は個別の対

応をお願いしています。一人で授業する場合はトラブルが起きないよう

念入りに授業準備するようにしています。 

文科省も「児童生徒自身が『文房具』として自由な発想で活用できるように」と明言しているので、

いつかは子どもたちで朝保管庫にタブレット端末を取りに行き、下校前にタブレット端末を保管庫に直

すというようになる日が来ることを願っています。急ぎません。 

対処法 

対処法 

今後に期待 



④授業者もタブレット端末の操作に慣れておく必要があるのか。 

 

 

 

 

 

 

 

 
⑤授業者は、授業のどこでタブレット端末を使うのか、事前に授業案を練っておいた方がよいか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥タブレット端末を授業に関係ないことに使う子がいないとは言い切れない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後に。年度末の最後の体育授業の際

に、今年はタブレット端末でお礼を記述

して送ってくれていた子が各学年数人

いました。これも去年までなかったこと

です。タブレット端末の活用を始めて、

子どものたちと多くのコミュニケーシ

ョンが取れるようになったことを表し

ている一例でもあります。 

今の私にとって、一人一台のタブレッ

ト端末は体育授業に欠かせないものに

なっています。 

私は８年前からタブレット端末を授業に取り入れています。それでもアプリや機能等の改善は目まぐ

るしく、子どもたちと一緒に使い方を覚えながら授業で活用しています。操作方法も含め、子どもたち

と「共に学ぶ」という意識でとりあえず使ってみるぐらいの意識で使ってみてはどうでしょうか。 

少しタブレット端末に慣れてきたら、子どもたちにとってデジタルとアナログのどちらが効果的な学び

になるかを、事前に整理しておけるとよいでしょう。タブレット端末を使うことは目的ではなく手段なの

で、このことを肝に銘じながら授業をデザインすることが大切ではないでしょうか。 

テンポのよくない授業や子どもの必然感に迫れていない授業にオフタスク行動がみられるように、

学習外従事の一つにタブレット端末を使うことが出てくると思われます。そのためタブレット端末を使

わない、取り上げるだけでは何一つ前に進みません。子どもたちとタブレット端末の使用規定を一緒

に考えて作っていくことが大切です。また私たちも教育情報を駆使しながら、魅力ある授業の創造に

努めることが求められています。 
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